高英研発２０－２５
令和２年７月１３日　　
各高等学校・中等教育学校長　
各特別支援学校長
各学校英語科代表者　  殿
宮崎県高等学校教育研究会英語部会
　　　会　長　　富　髙　啓　順
　　　　　　　（公　印　省　略）
第１８回宮崎県高等学校英語ディベート大会について　（案内）

時下、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。
さて、標記の大会を下記のとおり開催いたします。つきましては大会の趣旨を十分ご理解いただき、　　多くの指導者と学校にご参加いただきたくご案内申し上げます。

記

	１．目　的
	日頃の学習成果を発表する機会を提供し、ディベート活動を通して、生徒の実践的コミュニ
ケーション能力の育成を図る。

	２．主　催
	宮崎県高等学校教育研究会英語部会　県高校英語ディベート研究部　

	３．後　援
	宮崎県教育委員会　　　　

	４．期　日
	令和 ２ 年１０月２４（土）　　8:30 ～ 17:00（予定）＊予備日２５日（日）　　

	５．会　場
	南九州短期大学・南九州大学　　（宮崎市霧島5丁目1-2）　　

	６．論  題
	Resolved: That the Japanese Government should ban production and sales of fossil-fueled

cars, including hybrid cars, by 2035.

日本政府は，（ハイブリッド車も含む）化石燃料車の製造と販売を2035までに禁止すべきである。

	７．出場資格
	①同一の高校の生徒４名以上８名までとし、一校からの参加は１チームまでとする。
②総チーム数が１３以内であれば、１校２チームの参加が可能となる場合がある。
　申し込みの中で２チーム参加の希望を明記して申し込む。２チーム参加の場合は生徒４名以上
６名までのエントリーとする。申込締切後に再度２チーム分のエントリーをする。
③試合でのチーム構成はディベーター４名とし、試合ごとに交代可能とする。ただし試合途中
でのメンバーの入れ替えは禁止する。

④次のとおり参加制限を設ける。
１）英語のネイティブ・スピーカーの生徒の参加は認めない。
２）以下の条件に該当する生徒は，各チーム２名まで登録でき、各試合1名まで出場できる。 

　　(1)英語を第1言語とする国で12ヶ月以上滞在経験のある生徒（就学前の滞在は不問）
　　(2)英語を第2言語とする国の出身である生徒（就学前の滞在は不問）
　　(3)家庭で常用的に英語を使っている生徒　

	８．審査基準
	審査は「第１６回九州地区高等学校英語ディベート大会」大会規則に準じて行う。　　

	９．参加申込
	ウラ面申込書形式により下記まで電子メールにて申し込んでください。
確認の返信メールが１週間以内に届かない場合は電話でお問い合わせください。
申込先：　都城工業高等学校  英語科　冨髙　啓一　  debate@miyazaki-c.ed.jp
　　　　　(FAX 0986-22-5877  TEL 0986-22-4349)


	１０．申込締切
	令和 ２ 年 ８ 月 ２６ 日（水）必着　（期限を厳守してください）

※２チーム参加可能の時は２８日までには連絡をします。再申込締切は９月９日（水）までと
します。申し込み後の選手変更は９月２５日（金）まで受け付けます。
（追加申し込みはできません）

	１１．その他
	大会に関する詳しい案内は、参加校のみに９月下旬～１０月上旬にお送りします。

	
	


第１８回宮崎県高等学校英語ディベート大会   参 加 申 込 書

宛先：都城工業高等学校 英語科 冨髙　啓一　debate@miyazaki-c.ed.jp
FAX 0986-22-5877  　　　TEL 0986-22-4349
　　　　
	学　校　名
	漢　　字
	

	
	ローマ字
	

	指　導　者
	氏　　名（漢　字）：

	
	e-mail（指導者個人）：

	帯同ジャッジ
	ローマ字表記で記入してください




	記入例　（生徒名ローマ字の記入方法にご注意ください）

	生徒名漢字
	生徒名ローマ字

	都工　太朗
	TOKO Taro


１．１チームエントリー

	選手ＩＤ
	生徒名漢字
	生徒名ローマ字
	学年

	1
	
	
	

	2
	
	
	

	3
	
	
	

	4
	
	
	

	5
	
	
	

	6
	
	
	

	７
	
	
	

	８
	
	
	


２．２チーム参加が可能になった場合２チームエントリーを
　　　　　希望する（　　　）　　希望しない（　　　）
　
　　　　　　＊いずれかに○を記入してください
記載のとおり大会への参加を申し込むとともに、次のことに同意します。

①指導者および参加生徒の学校名・氏名を大会プログラムへ掲載すること。

②入賞校の指導者および参加生徒の学校名・氏名・競技成績・写真等を報道機関等
に公表すること。また３位決定戦、決勝の模様を映像に残し研修会等で利用すること。

令和２年　　 月　 　日　　　　指導者名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

